
（研究内容の説明）

難治性癌の克服を目指した遺伝子治療と免疫療法の基盤研究と実用化研究
教授 濱田洋文・助教授 加藤和則）
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癌の治療のうえで重要になってくるのが、がんの標的化、すなわち腫瘍細胞だけを周囲の正常細胞
とどうやって区別するかという課題である。腫瘍だけを見つけて、追っかけて治療遺伝子や薬剤を導
入できるシステムを作ることができれば、標的化が達成できる。腫瘍の標的化を目指してファイバーの
先端のノブと呼ばれる領域に外来のペプチド配列を遺伝子工学的に入れて、宿主特異性を改変でき
る。この技術を利用して現在までに癌の診断・治療に応用可能なモノクローナル抗体の樹立に成功し、
製薬企業、バイオ企業、科学機器メーカーとの共同研究開発が進行している。
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